
第38回日本がん看護学会学術集会 

主催：日本がん看護学会編集委員会

実践上の違和感や気付きを調べていくことでわかることの楽しさや、課題が見つかり、研
究の成果を看護実践に活かしていく、実践と研究が循環しながら看護の質が高まる研
究課題を抽出し芽吹かせる必要があります。

そこで本研修会は、がん看護学の視点で実践に役立つ研究を芽吹かせる「研究課題を
抽出するためのプロセス」「何を明らかにしなぜその研究に取り組むのかを読み手にわか
りやすく伝える研究課題」「がん看護実践のエビデンスの構築に貢献する研究」という3 
つの柱について、参加する皆様と一緒に考えていきたいと思います

• ■日時：2024年2月24日（土）15：50～16:50
• ■場所：神戸国際展示場2号館3A会議室（第4会場）

がん看護学の視点で研究課題を
抽出し芽吹かせよう！

荒尾 晴惠先生
大阪大学大学院医学系研究科保健学専攻 教授
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